
 

アリーナの規模についての検討 

 

アリーナの主要機能については、これまでの有識者会議で委員の皆様からいただいた御意見を踏まえ、「利用者の増加に寄与するかどうか」や「コストが大きすぎないかどうか」という

視点から絞込みを行ったところである。特に、アリーナの規模については、次のとおり検討した結果、以下の３案を作成した。 

① アリーナの整備にあたっては、カクヒログループスタジアム（青森市民体育館）の代替施設ということを念頭に整備を検討し、現在の市民体育館の機能・規模を一つの目安とする。 

② ＢリーグやＶリーグを開催する場合の施設要件やコンサートなどのイベントなどを考慮することが想定される。 

Ｂリーグは、「青森ワッツ」が青森市をホームタウンの取りまとめ役として登録済。Ｖリーグについては、試合誘致を行っていない。 

③ Ｂ１リーグの施設要件となる観客席 5,000 席以上（県営のマエダアリーナと同規模）の施設を整備することは、県と市の役割分担、二重投資の回避の観点から困難であると考える。 

 

 

（※１）メインアリーナ、サブアリーナ、多目的ルーム等のほか、トレーニングルーム、キッズルーム、更衣室等を見込んでいる。また、廊下・ホール、機械室等として各機能の床面積合

計の 37%分を見込んでいる。 

（※２）仮設席には立見席を含む。 
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コンサートで使用する 

場合の観客席 
備考 

Ａ案 
37.5m×38m 

1,425 ㎡ 

バスケ 2 面 

サブアリーナ 450 ㎡ 

（現況と同程度） 

多目的ルーム等 560 ㎡ 

（現況と同程度） 

約 10,900 ㎡ 

固定席：1,120 席 

可動席： 720 席 

仮設席： 660 席 

合 計：2,500 席 

一方向型 2,880 席 

 

全方向型 3,500 席 

現在のカクヒログループスタジアム

（3,500 人収容）と同程度 

Ｂ案 

40m×46.4m 

1,856 ㎡ 

バスケ 2 面 

サブアリーナ 450 ㎡ 

（現況と同程度） 

多目的ルーム等 560 ㎡ 

（現況と同程度） 

約 12,100 ㎡ 

固定席：  696 席 

可動席：1,488 席 

仮設席： 816 席 

合 計：3,000 席 

一方向型 3,500 席 

 

全方向型 4,040 席 

B リーグ（B2）に対応 

≪B2 リーグの規程≫ 

・コートエリア 19m×32m 以上 

・観客席 3,000 席以上（B2 リーグ） 

（立見席は全体の 10%まで可） 

Ｃ案 

40m×50m 

2,000 ㎡ 

バスケ 2 面 

サブアリーナ 950 ㎡ 

（必要な余裕を確保） 

多目的ルーム等 560 ㎡ 

（現況と同程度） 

約 14,300 ㎡ 

固定席：1,120 席 

可動席：1,488 席 

仮設席：  892 席 

合 計：3,500 席 

一方向型 4,400 席 

 

全方向型 5,000 席 

B リーグ（B2）且つ V リーグに対応 

≪Vリーグの規程≫ 

・フロア 25m×50m 以上 

（競技エリアは 19m×34m） 

・観客席 3,500 席以上 

（立見席に関する規定なし） 
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